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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 ① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無         ：無 
 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無       ：無 
 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無             ：無 
 
２．平成１７年１２月期第１四半期の業績の概況（平成１７年１月１日～平成１７年３月３１日） 
(１) 連結売上高 

(百万円未満切捨) 
 百万円 ％ 

17 年 12 月第１四半期 7,033 44.9 
16 年 12 月第１四半期 4,852 － 

(注) パーセント表示は、前年同四半期比増減率を示しております。なお、16 年 12 月第１四半期については、

前年同期として比較できる数値がないため比率は算出しておりません。 
 
[連結売上高に関する補足説明] 
 当第１四半期におけるわが国経済は、最近業況にやや好転の兆しが見え始めているという声はあるも

のの、昨年来からの鋼材の価格高騰に伴う金属製品の値上げや、原油価格等の高騰による原材料値上げ

要求が引き続き行われており、依然として業種間、地域間又は企業間によってその業績の回復傾向に大

きな格差があり、予断を許さない状況になっております。 
 このような中で、当社グループは常に「お客様とともに」を目指し地域密着型の直販体制を推進する

とともに、サービス体制の充実を図り顧客ニーズを迅速かつ的確に捉えるように取り組みました。また、

需要の創造・拡大を図る為、環境や衛生問題に対応した製品や高鮮度管理製品の開発・実用によりお客

様に応えてまいりました。 
 この結果、第１四半期における連結売上高は 7,033 百万円となりました。 
 
(２) 当第１四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
   当期より他社リース会社の活用を再開しました。これに伴い、今期の関係会社との売上高及び未

実現利益の消去が減少し、他社への売上高及び利益が増加しました。これらの結果、前年比で増収

となりました。なお、関係会社に過去販売した製商品にかかる未実現利益は今後も実現していくこ

ととなります。 
 
３．平成１７年１２月期の連結業績予想（平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日） 
 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

中 間 期 18,200 2,800 2,300 44 59 
通 期 36,500 5,700 4,700 91 13 

※上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 


